
品
陀
和
気
命
と
神

―
―

〈仲
哀
天
皇
）
の
克
服
―
―

は
じ
め
に

古
事
記
は
天
皇
の
地
上
統
治
の
由
来
と
正
当
性
を
説
い
た
書
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
の
中
巻
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
倭
に
都
を
定
め
て
、
以
降
祭
祀
体
制

の
完
成

倉
ポ神
　
垂
仁
記
）
と
東
西
全
十
の
統
治

宣
示
行
　
成
務
記
）
が
成

っ
た

こ
と
を
述
べ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
仲
哀
記
で
は
新
羅
征
討
の
成
功
を
記
し
、

中
巻
全
体
で
天
皇
の
統
治
領
域
た
る
天
下
が
成
立
し
た
と
い
う
歴
史
展
開
を

示
し
て
い
る
ｃ

た
だ
し
仲
哀
天
皇
自
身
は
、
天
照
大
神
た
ち
の
神
託
を
信
じ
な
か

っ
た
た

め
神
罰
に
よ
り
崩
御
し
て
し
ま
う
。
神
々
は
、
次
代
天
皇
と
し
て
息
長
帯
日

売
命

（神
功
皇
后
）
の
腹

の
中
に
い
た
品
陀
和
気
命

（後
の
応
神
天
皇
）
を
指

名
し
た
。
仲
哀
天
皇
の
崩
御
の
様
子
か
ら
は
天
照
大
神
の
神
意
は
絶
対
で
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
た
め
、
品
陀
和
気
命
の
即
位
は
確
実
な
保
証
を
受
け

て
い
る
と
い
え
る
ｃ

仲
哀
記
後
半
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
太
子
の
死

（謀
略
と
し
て
の
だ
が
）
と

復
活
、
国
覚
ぎ

・
御
食

（気
比
大
神
の
説
話
）、
酒
楽
の
歌
と
続
く
こ
と
か
ら
、

松

本

毅

「
即
位
大
嘗
の
儀
礼
の
表
象
」
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
他
の

天
皇
に
は
な
い
の
に
、
品
陀
和
気
命
は
新
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
に
至
る
描

写
を
な
ぜ
必
要
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
研
究
史
で
も
種
々
論
じ
ら
れ
て
き
た

よ
う
に
、
仲
哀
記
後
半
の
説
話
群
の
関
係
性
を
見
て
取
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
本
論
で
は
、
品
陀
和
気
命
に
と
っ
て
の
固
有
な
理
由
が
あ
り
、
今
見
る

よ
う
な
仲
哀
記
の
説
話
群
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
き
た
い
ｃ

仲
哀
記

・
神
功
紀
の
説
話
の
概
観

改
め
て
仲
哀
記
後
半
の
構
成
を
確
認
す
る
。
新
羅
征
討
を
終
え
た
後
の
説

話
、
香
坂
王

・
忍
熊
王
の
反
乱
説
話
、
そ
し
て
気
比
大
神
の
説
話
、
最
後
に

酒
宴
の
説
話
が
こ
れ
に
当
た
る
。
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
香
坂
王

・
忍

熊
Ｉ
の
反
乱
説
話
は
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
品
陀
和
気
命
と
息
長
帯
日
売
命

に
対
し
て
、
御
子
の
異
母
兄
弟
に
当
た
る
二
皇
子
が
戦
を
し
か
け
て
く
る
説

話
で
、
乱
の
鎮
圧
を
通
し
て
品
陀
和
気
命
の
即
位
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
説

い
て
い
る
ｃ
気
比
大
神
の
説
話
は
、
そ
の
乱
の
後
に
喫
を
す
る
た
め
に
北
陸

各
地
を
め
ぐ

っ
て
い
た
際
、
角
鹿
で
気
比
大
神
と
名
前
を
替
え
る
交
渉
が

弘
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あ
つ
た
こ
と
を
伝
え
る
ｃ
倭
に
皇
子
が
帰
還
す
る
と
、
母
の
息
長
帯
日
売
命

が
歓
待
し
た
と
い
う
内
容
が
最
後
の
酒
宴
説
話
で
あ
る
。

日
本
書
紀
に
も
、
」ヽ
れ
ら
三
説
話
と
類
似
し
た
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

摂
政
前
紀
　
　
　
新
羅
征
討

・
誉
出
天
皇
の
誕
生

元
年
二
～
二
月
　
扉
坂
王

・
忍
熊
王
の
反
乱

二
年
十

一
月
　
　
仲
哀
埋
葬

三
年
正
月
　
　
　
誉
田
別
皇
子
の
立
太
子

五
年
二
月
　
　
　
新
羅
の
人
質

十
三
年
二
月
　
　
角
鹿
の
笥
飯
大
神
参
拝

・
酒
宴
歌
　
（以
下
省
略
）

廟
坂
王

・
忍
熊
上
の
反
乱
は
神
功
摂
政
元
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
記

さ
れ
て
お
り
、
仲
哀
天
皇
の
埋
葬
記
事
が
二
年
十

一
月
に
あ
る
。
ま
た
誉
田

別
皇
子
の
立
太
子
は
三
年
正
月
条
に
記
さ
れ
、
飛
ん
で
十
三
年
二
月
条
に
角

鹿
の
笥
飯
大
神
を
参
拝
し
た
説
話
と
酒
宴
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
角
鹿
の

（
４
一

地
は
大
陸

・
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
要
衝
と
も
指
摘
さ
れ
、
角
鹿
の
地
の
神
を

抑
え
る
こ
と
の
意
味
は
理
解
さ
れ
る
）^
ま
た
ホ
ム
ダ
ヮ
ヶ
は
、
「
胎
中
天

皇
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
母
の
腹
の
中
に
い
な
が
ら
に
し
て
海
外

平
定
を
な
し
た
天
皇
と
の
認
識
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
海
外
と
の
関
係
が

強
い
ホ
ム
ダ
ワ
ヶ
と
笥
飯
大
神
と
の
交
渉
を
伝
え
る
こ
の
説
話
を
記

・
紀
が

載
録
し
て
い
る
意
味
は
、　
一
つ
に
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
ｃ

ま
た
、
古
事
記
で
も
書
紀
で
も
、
気
比
大
神

（笥
飯
大
神
）
の
説
話
と
酒

宴
説
話
は
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
書
紀
で
は
十
二
年
二
月
条
に
ま
と
め

て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
直
前
の
記
事
は
五
年
二
月
条
で
あ
り
、
次
は
三

十
九
年
条
ま
で
記
事
が
な
い
。

こ
の
二
つ
の
説
話
の
連
続
は
、
記

・
紀
成
立
の
当
時
に
普
通
に
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
れ
自
体
に
積
極
的
な
意
図
を
見

出
す
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
気
比
大
神
の
説
話
と
そ
れ
に
連
続
す
る
酒
宴

説
話
を
、
古
事
記
が
新
羅
か
ら
倭
へ
の
帰
還
途
中
に
配
置
し
て
い
る
の
に
は

意
図
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、
ま
ず
気
比
大
神
の
説
話
か
ら
見
て
い
き
た

い
。

気
比
大
神
の
説
話

故
、
建
内
宿
爾
命
、
率
・■
（太
子
ヽ
為
レ
将
レ
楔
而
、
経
二
歴
淡
海
及
若
狭

国
・之
時
、
於
一一高
志
前
之
角
鹿
一
造
二仮
宮
一而
坐
ｃ
爾
、
坐
一■
（地
・伊

奢
沙
和
気
大
神
之
命
、
見
レ
於
一一夜
夢
一云
、
以
■
口名
・欲
レ
易
一
御
子
之

側
馴
・。
爾
、
言
蒔
白
之
、
恐
ｃ
随
レ命
易
奉
。
亦
其
神
詔
、
明
日
之
■
、

応
レ幸
レ
於
レ
浜
。
献
二
易
レ
名
之
幣
・。
故
、
其
旦
幸
二行
千
一
浜
之
時
、
毀
レ鼻

人
鹿
魚
、
既
依
■

浦
・。
於
レ
是
、
御
子
令
レ白
レ
子
レ神
云
、
於
レ
我
給
・

御
食
之
魚
・。
故
、
亦
称
・■
ハ御
名
一、
号

一御
食
津
大
神
・。
故
、
於
レ今
謂

・

気
比
大
神
一也
。
亦
其
入
鹿
魚
之
鼻
血
晃
。
故
、
号
・■
ハ浦
Ｌ
Ｆ
血
浦
一、

今
謂
二
都
奴
賀

也
ｃ

不
明
瞭
な
点
が
多
い
説
話
だ
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

き
た
の
は
、
神
と
太
子
で
名
前
を
や
り
取
り
し
た
結
果
で
あ
る
。
傍
線
部
の

神
の
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
諸
注
諸
論
の
意
見
は

一
致

し
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
可
能
性
と
し
て
は
以
下
の
三
つ
の
説
が
あ
る
．

・
太
子
の
名
を
大
神
の
名
に
か
え
る

・
大
神
の
名
を
太
子
の
名
に
か
え
る

。
両
者
が
名
を
交
換
す
る

構
文
か
ら
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
考
え
得
る
解
で
あ
麺
。
問
題
は
古
事
記
が
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名
の
交
換
の
結
果
を
明
示
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
ｃ
神
の
名
は
最
初
に

「伊

奢
沙
和
気
大
神
」
と
さ
れ
て
お
り
、
太
子
か
ら
の
称
賛
を
経
て
今
は

「気
比

大
神
」
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
途
中
で
付
与
さ
れ
た

「御
食
津
大

神
」
と
の
名
は
称
号
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
太
子
と
の
名
の
や
り
取

り
の
如
何
を
確
定
で
き
は
し
な
い
。
ま
た
太
子
の
名
は
仲
哀
記
の
系
譜
部
に
、

帯
中
日
子
天
皇
、
　

…
又
姜
二息
長
帯
比
売
命
「
是
太
后
生
御
子
、
品

夜
和
気
命
、
次
大
輌
和
気
命
、
亦
名
品
陀
和
気
命

〔二
柱
〕
Ｇ

と
あ
り
、
「大
輌
和
気
命
、
亦
名
品
陀
和
気
命
」
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
後
の
説
話
部
分
で
は

「御
子
」
や

「太
子
」
と
代

名
詞
的
に
呼
ば
れ
続
け
て
い
樋
。
気
比
大
神
の
説
話
に
お
い
て
も
事
情
は
同

様
で
、
名
前
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
は
確
認
で
き
な
い
。

気
比
大
神
の
説
話
は
日
本
書
紀

（神
功
皇
后
巻
）
に
も
見
え
る
が
、
や
は

り
問
題
が
存
す
る
。

十
三
年
春
二
月
丁
巳
朔
甲
子
、
命
二
武
内
宿
爾
・、
従
二太
子
・令
レ
拝
・
角

鹿
笥
飯
大
神
ｃ

こ
こ
で
は
太
子
が
笥
飯
大
神
を
参
拝
し
た
こ
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
。　
一

方
、
応
神
天
皇
の
巻
を
見
る
と
異
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
云
、
初
天
皇
為
二
太
子
一、
行
〓
干
越
国
↓
拝
二
祭
角
鹿
笥
飯
大
神
↓
時

大
神
与
二
太
子

名
相
易
３
故
号
二大
神
・日
二
去
来
紗
別
神
↓
太
子
名

暮
白

田
別
尊
一Ｃ
然
則
可
レ
謂
一
大
神
本
名
誉
田
別
神
、
太
子
元
名
去
来
紗
別

尊
・ｃ
然
無
レ所
レ
見
也
、
未
レ詳
。　
　
　
　
　
　
　
（応
神
即
位
前
紀
分
注
）

応
神
天
皇
が
太
子
で
あ

っ
た
頃
に
笥
飯
大
神
を
参
拝
し
て
名
前
を
交
換

し
、
大
神
は
去
来
紗
別
神
、
太
子
は
誉
日
別
尊
と
い
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
な

ら
ば
や
り
取
り
の
結
果
は
明
瞭
だ
が
、
書
紀
は
続
け
て
、
「然
則
可
塩
Ｆ
大

神
本
名
誉
田
別
神
、
太
子
元
名
去
来
紗
別
尊
「
然
無
レ
所
レ
見
也
、
未
レ
詳
」

と
も
記
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
で
も
結
局
未
詳
と
し
て
判
断
が
保
留
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
、
記

・
紀
の
頃
か
ら
大
神
と
太
子
の
交
換
結
果
は
不
明
瞭
で

あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
ｃ

名
前
の
交
換
結
果
を
示
す

つ
も
り
は
、
古
事
記
に
な
い
の
で
は
な
い
か
ｃ

書
紀
に
お
い
て
も
戸
惑
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
応
神
天
皇
の
名
前
を
め
ぐ

る
変
化
に
つ
い
て
は
、
記

・
紀
当
時
か
ら
曖
昧
さ
が
付
き
ま
と

っ
て
い
た
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

改
め
て
見
て
み
る
に
、
太
子
は
即
位
前
、
す
な
わ
ち
仲
哀
記
の
説
話
の
中

で
は
、
全
て
代
名
詞
的
な
呼
ば
れ
方
を
し
て
い
る

０
削
述
）ｃ
名
前
が
仲
哀

記
で
明
示
さ
れ
な
い
の
は
、
名
前
の
交
換
説
話
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
た
め

で
は
な
い
か
。
古
事
記
は
応
神
天
皇
の
名
前
を
代
名
詞
的
に
書
く
こ
と
で
、

名
前
が
ど
う
な

っ
た
か
に
つ
い
て
の
明
言
を
避
け
て
い
る
と
考
え
る
。

判
然
と
し
な
い
態
度
を
取
り
な
が
ら
も
古
事
記
が
当
該
説
話
を
記
し
て
い

る
の
は
、
名
前
の
交
換
の
如
何
の
他
に
、
よ
り
書
き
た
い
こ
と
が
あ
る
た
め

で
は
な
い
か
Ｇ
応
神
天
皇
が
神
と
交
渉
し
得
る
天
皇
で
あ
る
と
い
う
描
写
で

あ
る
。

大
神
は
自
分
の
名
前
を

「名
」
、
太
子
の
名
を

「御
名
」
と
し
て
敬
意
を

示
し
て
お
り
、
ま
た
名
を
か
え
た

「幣
」
を
太
子
に
贈

っ
て
い
る
。
古
事
記

に
お
け
る

「幣
」
の
使
用
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
、
此
種
々
物
者
、
布
刀
玉
命
、
布
刀
御
幣
登
取
持
而
、
　

　

（上
巻
）

Ｂ
、
又
於

・坂
之
御
尾
神
及
河
瀬
神
↓
悉
無
二
遺
忘
・以
、
奉
二
幣
畠

一

也
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（崇
神
記
）

Ｃ
、
今
宅
思
レ
求
・■
（国
・者
、
於

一人
神
地
祗
、
亦
山
神
及
河
海
之
諸
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神
「
悉
奉
二
幣
畠
、
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（仲
哀
記
）

Ｄ
、
（当
該
例
）

Ｅ
、
爾
、
解
・■
（腰
之
玉
・、
幣
一
其
国
主
之
子
・ｃ　
　
　
　
　
（応
神
記
）

Ｆ
、
故
、
献
二能
美
之
御
幣
物
・。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雄
略
記
）

ま
ず
Ａ
ヽ
Ｃ
は
、
幣
品
の
意
で
の
使
わ
れ
方
で
あ
る
ｃ
ま
た
Ｅ
の
よ
う
に
、

賤
し
い
男
が
罪
か
ら
免
れ
る
た
め
、
所
持
し
て
い
た
赤
玉
を
天
之
日
矛
に

「幣
」
し
た
と
い
う
使
わ
れ
方
が
見
ら
れ
る
。
天
之
目
矛
は
新
羅
国
の
王
子

で
あ
り
、
こ
の
や
り
取
り
は
男
か
ら
日
矛
へ
の
賄
賂
で
あ
る
な
ど
と
も
解
さ

れ
、
日
下
の
者
か
ら
目
上
の
者
へ
の
差
し
出
し
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

Ｆ
の
雄
略
天
皇
へ
志
幾
の
大
県
主
が
贈

っ
た
許
し
を
得
る
た
め
の

「能
美
之

御
幣
物
」
も
、
Ｅ
に
近
い
使
わ
れ
方
で
あ
る
。
Ａ
～
Ｃ
は
神
々
へ
の
捧
げ
物

で
あ
り
、
い
ず
れ
の
例
も
下
か
ら
上
へ
の
敬
意
を
払
っ
た
贈
り
物
と
ま
と
め

ら
れ
る
。
仲
哀
記
で
気
比
大
神
が
太
子
に

「幣
」
し
た

（Ｄ
）
と
い
う
の
も
、

大
神
が
太
子
に
敬
意
を
払

っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
．

一
方
で
、
太
子
の
側
も
大
神
に
、
「恐
。
随
レ命
易
奉
」
と
丁
寧
に
返
答
し
、

人
鹿
魚
を
賜

っ
て

「御
食
津
大
神
」
と
称
え
た
と
い
う
。
「神
」
で
は
な
く

「大
神
」
と
称
す
る
と
こ
ろ
に
、
敬
意
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
太
子
も

大
神
へ
大
き
な
敬
意
を
払

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
気
比
大
神
と
太
子
と
は
互
い
に
敬
意
を
払
う
関
係
に
あ

る
。
気
比
大
神
の
段
落
で
読
み
取
る
べ
き
は
、
大
神
と
太
子
の
密
接
な
交
流

で
あ
る
。
で
は
そ
の
描
写
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
ｃ
古
事
記
の
記
載
順

を
遡
っ
て
、
香
坂
王

・
忍
熊
Ｉ
の
乱
の
説
話
を
見
て
い
き
た
い
。

香
坂
王

・
忍
熊
王
の
反
乱
説
話

於
レ
是
、
息
長
帯
日
売
命
、
於
レ
倭
還
上
之
時
、
因
レ
疑
二
人
心
一、　
丁
亘
（

喪
船
（
御
子
載
一ｉ
（喪
船
一、
先
令
讐
Ｆ
漏
之
、
御
子
既
崩
¨
如
此
上
幸

之
時
、
香
坂
王
、
忍
熊
工
問
而
、
思
レ
将
二待
取
一、
進
二
出
於
二斗
賀
野
一、

為
二宇
気
比
猫
一也
。
爾
、
香
坂
王
、
騰
二
坐
歴
木
・而
是
、
大
怒
猪
出
、

堀
・■
（歴
木
↓
即
昨
二食
其
香
坂
王
・。
其
弟
忍
熊
王
、
不
レ
畏

■
籠
Ｒ

皿
（

レ
軍
待
向
之
時
、
赴
二喪
船
・将
レ攻
発
工船
・。
爾
、
自
・■
ハ喪
船
・下
レ
軍
相

戦
。
此
時
、
忍
熊
王
、
以
二
難
波
吉
師
部
之
祖
、
伊
佐
比
宿
爾
・為
・
将
軍
一、

太
子
御
方
者
、
以
二
九
迩
臣
之
祖
、
難
波
根
子
建
振
熊
命
・為
二
将
軍
「

故
、
追
退
到
二
山
代
・
之
時
、
還
立
、
各
不
レ退
相
戦
。
爾
、
建
振
熊
命
、

権
而
令
レ
云
、
息
長
帯
日
売
命
者
既
崩
。
故
、
無
レ
可
二
更
戦
。
即
絶
二
弓

絃
一、
欺
陽
帰
服
ｃ
於
レ
是
、
其
将
軍
既
信
レ詐
、
彊
レ
弓
蔵
レ
兵
ｃ
爾
、
自
〓

頂
髪
中
一、
採
一
出
設
弦
（
更
張
追
撃
。
故
、
逃
二
退
逢
坂
・、
対
立
亦
戦
．

爾
、
追
迫
敗
レ
於
二沙
々
那
美
一、
悉
斬
・■
ハ軍
・。
於
レ
是
、
其
忍
熊
王
与
二

伊
佐
比
宿
爾
一、
共
被
二追
迫
一、
乗
レ
船
、
浮
レ
海
歌
日
、

卜
魯
陣
芸〓　
札
ガ
九
一膚
飾
　
凡
グ
シ
静
か
む
か
　
肛
ポ
晟
ピ
紗

阿
布
美
能
宇
美
迩
　
迦
豆
岐
勢
那
和

即
入
レ
海
共
死
也
。

新
羅
征
討
の
後
、
九
州
で
太
子
が
誕
生
し
て
、
倭
に
帰
還
し
よ
う
と
し
た

息
長
帯
目
売
命
た
ち
を
香
坂
工

・
忍
熊
Ｔ
は

「待
取
」
ろ
う
と
す
る
。
二
王

は

「宇
気
比
猫
」
を
行
う
が
、
そ
の
結
果
怒
り
猪
が
出
現
し
て
香
坂
王
は
食

い
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ｃ
忍
熊
王
は

「
不
レ
畏
一責
罷
一こ

に
戦
闘
を
続
行
す

る
。
戦
闘
が
始
ま
り
太
子
方
の
将
軍
で
あ
る
建
振
熊
命
が
偽

っ
て
、
「息
長
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帯
日
売
命
は
も
う
亡
く
な

っ
た
か
ら
戦
う
必
要
は
な
い
」
と
嘘
の
降
伏
を
す

る
と
、
忍
熊
王
方
の
将
軍
の
伊
佐
比
宿
爾
は
編
さ
れ
て
武
器
を
捨
て
て
し
ま

う
。
結
局
、
建
振
熊
命
が
武
具
を
再
装
備
し
て
忍
熊
王
た
ち
を
追
い
詰
め
、

王
た
ち
は
自
害
し
て
果
て
る
。
こ
の
説
話
が
皇
位
継
承
を
主
題
と
す
る
点
は

疑
い
な
い
。

ま
ず
見
て
お
き
た
い
の
は
、
「
宇
気
比
猫
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
。
ウ
ケ

睫
）

解
釈
は
種
々
あ
る
が
、
神
意
を
得
る
た
め
の
行
為
と
も

い
わ
れ
て
い

る
。
論
者
は
、
ウ
ケ
ヒ
と
は
超
常
的
な
現
象
が
起
こ
る
こ
と
を
要
請
す
る
行

為
で
、
場
合
に
よ

つ
て
は
そ
の
結
果
に
神
意
が
示
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
今
回
の

「宇
気
比
猫
」
の
場
合
、
香
坂
王
ら
の
企
み
が

成
功
す
る
か
否
か
を
占
う
た
め
の
狩
り
で
あ
る
の
は
動
か
な
い
ｃ
結
果
は
香

坂
王
が
食
い
殺
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
戦
闘
を
避
け
る
ベ

き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
忍
熊
工
は
そ
れ
を
無
視
し
、
結
局
敗
北
す
る

こ
と
に
な
る
。

最
初
に
も
見
た
よ
う
に
、
扉
坂
工
　
忍
熊
王
の
乱
は
日
本
書
紀
に
も
記
さ

れ
て
い
る
。
神
功
摂
政
元
年
二
月
～
三
月
条
に
載
録
さ
れ
て
い
る
説
話
が
こ

れ
に
当
た
る
。
細
部
で
は
諸
々
の
相
違
が
あ
る
が
、
房
坂
王
ら
が
挙
兵
し
、

「
祈
狩
」
の
結
果
磨
坂
王
が
死
亡
し
た
た
め
に
忍
熊
王
が

一
人
で
戦
闘
を
続

行
し
て
、
太
子
方
の
偽
計
に
か
か

っ
て
敗
北
す
る
と
い
う
粗
筋
は
、
古
事
記

と
共
通
し
て
い
る
ｃ

日
本
書
紀
の
方
の
、
説
話
冒
頭
か
ら

「祈
狩
」
を
め
ぐ
る
部
分
ま
で
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

羨
伐

・新
羅
・之
明
年
春
二
月
、
皇
后
領
一
群
卿
及
百
寮
・́、
移
二
十
六
門

豊
浦
宮
「
即
収

・天
皇
之
喪
ヽ
従

・海
路

，以
向
レ
京
．

時
層
坂
王
・
忍
熊
王
、
間
二
天
皇
崩
、
亦
皇
后
西
征
、
井
皇
子
新
生
、́

而
密
謀
之
日
、
今
皇
后
有
レ
子
。
群
臣
皆
従
焉
ｃ
必
共
議
之
立
二幼
主
Ｇ

吾
等
何
以
レ
兄
従
レ
弟
手
。
乃
詳
為
二
天
皇
・作
レ
陵
、
詣
一
播
磨
一興
二
山
陵

於
赤
石
・。
傷
編
レ
船
紅
二
千
淡
路
嶋
、́
運
一
其
嶋
石
一而
造
之
。
則
毎
レ
人

令
レ
取
レ
兵
、
而
待

一皇
后
ｃ
於
是
大
上
君
祖
倉
見
別
与

■
口師
祖
五
十
狭

茅
宿
爾
、
共
隷
二
十
層
坂
王
・。
因
以
為
二
将
軍
・令
レ
興
二東
国
兵
↓

時
康
坂
王
　
忍
熊
王
、
共
出
・菟
餓
野
、
而
祈
狩
之
日
、
〔祈
狩
、
此

一不
一千
気
比
餓
利
己

若
有
レ成
レ事
、
必
獲
二
良
獣

也
。
二
王
各
居
・
仮

肢
・。
赤
猪
忽
出
之
登
二
仮
康
一昨
二康
坂
王
・而
殺
焉
ｃ
軍
士
悉
慄
也
。
忍

熊
王
謂
二倉
見
別
一日
、
是
事
大
怪
也
。
於
レ
此
不
レ
可
レ待
レ敵
。
則
引
レ
軍

更
返
、
屯
二
於
住
吉
・。

時
皇
后
間
二
忍
熊
王
起
レ
師
以
待
一之
、
命
・
武
内
宿
爾
「
懐
」
王
子
（

横
出
二南
海
一、
泊
二
千
紀
伊
水
門
・。
皇
后
之
船
、
直
指
・
難
波
「
千
時
皇

后
之
船
、
廻
二
於
海
中
一、
以
不
レ能
レ
進
。
更
還
二
務
古
水
門
・而
卜
之
。

於
是
天
照
大
神
誨
之
日
、
我
之
荒
魂
、
不
レ
可
レ
近
Ｌ
三
后
・。
当
レ
居
二御

心
広
田
国
・。
即
以
二
山
背
根
子
之
女
葉
山
媛
・令
レ
祭
。
亦
稚
日
女
尊
誨

之
日
、
吾
欲
レ
居
二活
日
長
峡
国
。
因
以
二
海
上
五
十
狭
茅
一令
機
不。
亦

事
代
主
尊
誨
之
日
、
祠
■
口
千
御
心
長
田
国
・。
則
以
二
葉
山
媛
之
弟
長

媛
・令
レ
祭
ｃ
亦
表
筒
男

・
中
筒
男

・
底
筒
男
、
三
神
誨
之
日
、
吾
和
魂

宜
レ
居
〓
大
津
淳
中
倉
之
長
峡
「
使
因
看
二
往
来
船
・ｃ
於
是
随
二神
教
一以

鎮
坐
焉
。
則
平
得
レ
度
レ
海
。

相
違
し
て
い
る
点
の
う
ち
、
今
見
て
お
き
た
い
の
は
、
ま
ず

「祈
狩
」
（傍

線
部
）
の
結
果
を
受
け
た
忍
熊
工
の
反
応
で
あ
る
。
忍
熊
王
は
、
凄
坂
王
の

死
を
受
け
て
、
「是
事
大
怪
也
。
於
レ
此
不
レ
可
レ
待
レ
敵
」
と
い
っ
て
場
所
を

〔5〕



移
動
し
、
態
勢
を
整
え
て
い
る
。
日
本
書
紀
で
も
忍
熊
王
は
敗
北
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
忍
熊
王
の
判
断
は
誤
り
で
あ
り
、
や
は

り
日
本
書
紀
で
も
忍
熊
王
は
ウ
ケ
ヒ
の
結
果
を
読
み
違
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
後
に
皇
后
が
天
照
大
神
な
ど
の
神
々
か
ら
の
託
宣
を
受
け

て
祭
祀
を
実
行
し

（四
段
落
目
）、
結
果
、
戦
に
勝
利
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
忍
熊
王
を
上
回
る
皇
后
の
態
度
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
可
能
性

も
あ
る
ｃ

い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
書
紀
の
忍
熊
王
は
、
「祈
狩
」
の
結
果
を
見
て
何
ら

か
の
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
古
事
記
の
忍
熊
王
と
は
態
度
が
異

な
っ
て
い
る
。
日
本
書
紀
と
比
較
し
た
時
、
古
事
記
の
忍
熊
王
は
ウ
ケ
ヒ
ガ

リ
の
結
果
に
対
し
て
適
切
な
対
処
を
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
確

で
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
古
事
記
の
忍
熊
王
に
は
神
と
の
交
渉
能
力
に
大
き

な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

古
事
記
を
見
直
し
て
み
た
い
。
反
乱
説
話
の
描
写
を
改
め
て
見
て
み
る

と
、
忍
熊
工
た
ち
の
動
き
に
は
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

於
レ
是
、
息
長
帯
日
売
命
、
於
レ
倭
還
上
之
時
、
因
レ
疑
一
人
心

　ヽ
Ｆ
Ｌ
（

喪
船
一、
御
子
載

■
ハ喪
船
一、
先
令
Ｌ
Ｆ
漏
之
、
御
子
既
崩
っ
如
此
上
幸

之
時
、
香
坂
工
、
忍
熊
工
聞
而
、
思
レ
将
二
待
取
（
進
三
出
於
ｉ
斗
賀
野
一、

為
二
宇
気
比
猫
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（仲
哀
記
　
再
掲
）

最
初
息
長
帯
日
売
命
は
、
倭
に
帰
還
す
る
際
に
人
の
心
が
疑
わ
し
い
と

い
っ
て
、
太
子
は
既
に
亡
く
な
っ
た
と
の
噂
を
流
し
た
。
そ
こ
で
香
坂
王
ら

は

「将
二
待
取
こ

と
思
っ
て
宇
気
比
猫
を
す
る
。
太
子
が
亡
く
な
っ
た
と
の

話
を
聞
い
た
香
坂
王
ら
は
、
誰
を

「待
取
」
ろ
う
と
し
た
の
か
。
ま
た
併
せ

て
、
「待
取
」
る
と
は
何
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

古
事
記
に
お
い
て
、
「取
」
が

「殺
す
」
の
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

・
於
レ
是
詔
い
姦
山
神
者
、
徒
手
直
取
・而
、
騰
二其
山
一之
時
、
自
猪
逢
レ
千
二

山
辺
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（景
行
記
）

・
乃
、
到
・■
ハ兄
黒
目
子
工
之
許
一日
、
人
取
一
天
皇
「
為

・那
何
・。（安

康
記
）

前
者
は
、
倭
建
命
が
伊
服
岐
能
山
の
神
を
征
伐
す
る
こ
と
を
指
し
て
「取
」

と
言
っ
た
例
で
、
ま
た
後
者
は
安
康
天
皇
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
、

大
長
谷
王
子
が

「取
」
と
い
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「取
」
の
例
か
ら
、

仲
哀
記
の
例
は
、
香
坂
王
ら
が
息
長
帯
日
売
命
を
殺
そ
う
と
し
た
と
解
釈
す

る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
香
坂
王
ら
は
既
に
太
子
崩
御
の
情
報
を

得
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
上
で
な
ぜ
息
長
帯
日
売
命
を
殺
そ
う
と
す
る
の

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
息
長
帯
日
売
命
の
生
存
が
香
坂
王
ら
の
即
位
を
阻
む
理

由
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
描
写
も
見
ら
れ
な
い
。
香
坂
王
ら
が

太
子
崩
御
の
噂
を
信
じ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
太
子
と
息
長
帯
日
売
命
と
の

両
方
を
殺
そ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
話
は
わ
か
る
が
、
忍
熊

王
は
太
子
の
死
を
疑

っ
て
は
い
な
い

（後
述
）ｃ
「取
」
を

「殺
す
」
の
意
で

捉
え
る
限
り
、
香
坂
工
ら
の
行
動
に
は
不
明
瞭
な
点
が
残
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

改
め
て
古
事
記
の

「取
」
を
見
直
す
と
、
大
体
の
場
合
に
は

「手
に
取
る
」

「手
に
す
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
今
注
意
さ
れ
る
の
は
、
古
事
記

下
巻
の
次
の
用
例
で
あ
る
。

故
、
天
皇
太
怨
、
殺
二
大
日
下
王
・而
、
取
一
持
来
其
王
之
嫡
妻
、
長
田

〔6〕



大
郎
女
一、
為
・
皇
后
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（安
康
記
）

安
康
天
皇
が
大
日
下
王
を
殺
し
て
そ
の
妻

・
長
田
大
郎
女
を
自
分
の
も
の

と
し
た
と
い
う
場
面
で
、
「取
」
と
表
さ
れ
て
い
る
。
問
題
と
し
て
い
る
仲

哀
記
の

「取
」
は
、
こ
の
用
例
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
香
坂
工
ら
は
、
太

子
の
死
を
聞
い
た
上
で
、
息
長
帯
日
売
命
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
角
川
文
庫
の

『古
事
記
』
で
は
、
で
」
の
噂
を
聞
い
て
、
待
ち
受
け
て

皇
后
を
手
に
入
れ
よ
う
と
思
い
」
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
。

続
く
場
面
を
見
直
し
て
み
る
。

爾
建
振
熊
命
、
権
而
令
レ
云
、
息
長
帯
日
売
命
者
既
崩
。
故
、
無
レ
可
・

更
戦
・ｃ
即
絶
二
弓
絃
一、
欺
陽
帰
服
ｃ
於
レ
是
其
将
軍
既
信
レ詐
、
彊
レ
弓
蔵

レ
兵
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（仲
哀
記
　
再
掲
）

太
子
方
の
将
軍
で
あ
る
建
振
熊
命
が
忍
熊
上
方
を
編
し
て
、
息
長
帯
日
売

命
は
既
に
亡
く
な
っ
た
か
ら
も
う
戦
う
必
要
は
な
い
と
い
う
と
、
敵
は
編
さ

れ
て
武
器
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
太
子
が
生
き
て
い
る
と
忍
熊
工
は

考
え
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
息
長
帯
日
売
命
の
死
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
戦

う
の
を
や
め
た
の
で
あ
る
。
太
子
は
生
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
な
ら
、

息
長
帯
日
売
命
の
死
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
も
忍
熊
王
が
戦
闘
を
や
め
る
は
ず

は
な
い
。
従
っ
て
、
忍
熊
王
の
日
標
は
息
長
帯
日
売
命
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
ま
た
、
息
長
帯
目
売
命
が
生
き
て
い
た
ら
忍
熊
上
の
即
位
が
阻
ま
れ

る
理
由
も
特
に
見
当
た
ら
な
い
。
忍
熊
王
は
、
息
長
帯
日
売
命
を
殺
そ
う
と

し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
手
に
収
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
）^

今
皇
后
有
レ
子
。
群
臣
皆
従
焉
ｃ
必
共
議
之
立
二幼
主
↓
吾
等
何
以
レ
兄

従
レ
弟
手
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（神
功
紀
　
再
掲
）

日
本
書
紀
で
は
香
坂
工
ら
が

「吾
等
何
以
レ
兄
従
レ
弟
手
」
と
い
っ
て
謀
を

め
ぐ
ら
し
た
と
い
う
が
、
太
子
や
皇
后
が
亡
く
な

っ
た
と
の
偽
計
を
、
太
子

方
が
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
書
紀
の
展
開
と
比
較
し
た
時
、
古
事
記
の

香
坂
王
ら
の
意
図
は
い
っ
そ
う
明
確
に
な
ろ
う
。
古
事
記
の
香
坂
王
ら
は
、

太
子
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
を
聞
き
、
息
長
帯
日
売
命
を
獲
得
す
る
べ
く
戦
争

を
開
始
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
香
坂
工
ら
は
な
ぜ
息
長
帯
日
売
命
に
執

着
す
る
の
か
。

そ
の
理
由
は
、
彼
ら
の
神
と
の
交
渉
能
力
の
欠
如
に
よ
る
と
考
え
る
。
先

に
見
た
ウ
ケ
ヒ
ガ
リ
の
結
果
を
思
い
出
し
た
い
。
香
坂
王
ら
は
、
神
託
を
処

理
し
き
れ
ず
に
崩
御
し
た
仲
哀
天
皇
の
能
力
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
皇

子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
香
坂
王
ら
は
自
ら
の
欠
点
を

払
拭
す
る
た
め
に
、
神
と
の
交
信
が
可
能
な
息
長
帯
日
売
命
を
獲
得
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
ｃ

こ
う
し
た
状
況
に
似
た
も
の
を
、
同
じ
古
事
記
の
中
巻
、
神
武
天
皇
条
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
神
武
天
皇
の
崩
御
後
に
、
皇
子
当
芸
志
美
々
は
、

神
武
天
皇
の
大
后
で
あ
る
伊
漬
気
余
理
比
売
と
の
結
婚
を
果
た
し
た
。
そ
れ

は
伊
漬
気
余
理
比
売
が
大
物
主
神
の
女
で
あ
る
た
め
だ
が
、
大
物
主
神
は
倭

の
国
魂
た
る
神
で
あ
り
、
同
神
の
女
を
得
て
倭
を
支
配
す
る
こ
と
は
、
天
下

を
治
め
る
の
に
必
要
な
の
で
あ
樋
。
こ
れ
と
同
様
に
、
香
坂
王
ら
が
息
長
帯

日
売
命
を
得
よ
う
と
し
た
の
は
、
神
と
の
交
信
能
力
が
必
要
で
あ

っ
た
た
め

ル
シ
々
え
る
ｃ

一
方
で
、
太
子

・
品
陀
和
気
命
は
息
長
帯
日
売
命
の
血
を
引
い
て
お
り
、

仲
哀
天
皇
に
欠
け
て
い
た
能
力
を
既
に
克
服
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な

る
。
仲
哀
天
皇
は
神
罰
に
よ
り
崩
御
す
る
よ
う
な
天
皇
で
あ

っ
た
が
、
息
長

帯
日
売
命
は
神
と
の
交
信
が
可
能
で
、
神
の
援
助
を
受
け
て
新
羅
征
討
も
成
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し
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
太
子

・
品
陀
和
気
命
は
、
そ
も
そ
も
天
照
大
神
ら

に
よ

つ
て
即
位
が
保
証
さ
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
息
長
帯
日
売
命

の
血
に

よ

っ
て
神
と
の
交
渉
能
力
も
確
か
に
身
に
つ
け
た
存
在
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
太
子
の
能
力
を
証
明
す
る
の
が
、
先
に
見
た
気
比
大
神
の
説
話

で
あ
る
と
考
え
る
。
太
子
と
気
比
大
神
と
は
、
互
い
に
敬
意
を
示
し
合
う
仲

に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
古
事
記
が
香
坂
三

・
忍
熊
王
の
乱
に
連
続

す
る
形
で
気
比
大
神
の
説
話
を
載
せ
て
い
る
の
は
、
太
子
と
気
比
大
神
の
説

話
を
通
し
て
、
太
子
が
仲
哀
天
皇
の
子
で
あ
り
な
が
ら
も
息
長
帯
日
売
命
の

よ
う
に
神
に
通
じ
得
る
者
で
あ
る
と
示
す
た
め
な
の
で
あ
る
ｃ

気
比
大
神
に
続
く
酒
宴
の
説
話
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

於
レ
是
、
還
上
坐
時
、
其
御
祖
息
長
帯
日
売
命
、
醸
二
待
酒
・以
献
。
爾
、

其
御
祖
御
歌
日
、

許こ静
「
ぃ
か
　
神
争
『
］
雅
μ
受ず　
久．，‐ざ
静
几
ギ
　
生
ポ
余世証
仇
職

演
　
伊
波
多
々
演
　
々
久
那
美
迦
微
能
　
加
牟
菩
岐
　
本
岐
玖
琉
本

斯
　
登
余
本
岐
　
本
岐
母
登
本
斯
　
麻
都
理
許
斯
美
岐
叙
　
阿
佐
受

衰
勢
　
佐
々

如
此
歌
而
、
献
二
人
御
酒
・。
爾
、
建
内
宿
爾
命
、
為
二
御
子
一答
歌
日
、

許
能
美
岐
哀
　
迦
美
郡
牟
比
登
波
　
曾
能
都
豆
美
　
宇
漬
迩
多
三
々

宇
多
比
都
々
　
迦
美
郡
礼
迦
母
　
麻
比
都
々
　
迦
美
郡
礼
加
母
　
許

能
美
岐
能
　
美
岐
能
　
阿
夜
迩
　
宇
多
陀
怒
斯
　
佐
々

此
者
酒
楽
之
歌
也
。

帰
還
し
た
太
子
を
息
長
帯
日
売
命
が
酒
を
醸
ん
で
待
ち
受
け
て
、
歌
を

歌
っ
て
い
る
。
「
々

（漬
）
久
那
美
迦
微
」
（少
名
御
神
）
と
は
神
代
記

・
紀
に

登
場
す
る
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
の
こ
と
を
指
す
。　
一
首
目
で
は

「少
名
御
神
」
の

醸
造
し
た
酒
だ
と
歌
わ
れ
る
が
、
二
首
目
で
は

「
こ
の
御
酒
を
　
醸
み
け
む

人
」
と
歌
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
蠅
離
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
息
長
帯
日
売

命
が
巫
女
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「少
名
御
神
」
が
息
長
帯

日
売
命
に
寄
り
来
て
醸
造
さ
せ
た
と
と
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
「
待

酒
」
を
醸
し
た
息
長
帯
目
売
命
こ
そ
が
、
で
」
の
御
酒
を
　
醸
み
け
む
人
」

で
あ
る
。

酒
宴
の
説
話
は

「少
名
御
神
」
と
い
う
神
が
品
陀
和
気
命
の
た
め
に
酒
を

捧
げ
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
気
比
大
神
説
話
か
ら
の
文
脈
で
、
同
じ
く
品

陀
和
気
命
と
神
と
の
密
な
関
係
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
ｃ
仲
哀
天
皇
は
神

に
通
じ
得
な
い
天
皇
と
し
て
崩
御
し
て
し
ま

っ
た
が
、
応
神
天
皇
は
父
の
負

の
特
徴
は
完
全
に
克
服
し
た
と
の
主
張
で
あ
る
。
懸
案
で
あ

っ
た
神
と
の
交

渉
が
可
能
な
存
在
と
し
て
、
応
神
天
皇
の
の
讃
美
を
も
目
指
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

＊

　

＊

　

＊

最
後
に
簡
単
に
ま
と
め
た

い
ｃ
仲
哀
天
皇
は
神
罰
に
よ
り
没
し
た
天
皇

で
、
応
神
天
皇
は
そ
の
次
に
即
位
し
た
天
皇
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
古
事

記

。
日
本
書
紀
が
共
に
伝
え
て
い
る
。
仲
哀
天
皇
が
欠
点
を
有
す
る
天
皇
で

あ
る
と
の
認
識
は
、
「
共
通
認
識
」
（注
（１３
）参
昭
じ

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
ｃ

そ
の
上
で
、
応
神
天
皇
を
い
か
に
描
く
か
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
た
際
に
、

古
事
記
は
仲
哀
天
皇
の
弱
点
を
逆
手
に
と

っ
て
、
応
神
天
皇
の
讃
美
を
目
指

し
た
の
で
は
な
い
か
ｃ
応
神
天
皇
は
神
と
も
確
か
に
交
流
し
得
る
天
皇
で
あ

り
、
そ
の
即
位
に
は

一
点
の
曇
り
も
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
香
坂
王

・

〔8〕



忍
熊
王

の
乱
、
気
比
大
神
、
酒
宴
説
話

の
流
れ
の
中
で
強
調
し
て
い
る
の
で

あ
る
．

注
（１
）

吉
井
巌

「古
事
記
」
３
日
本
文
学
全
史
１
　
上
代
」
増
訂
版
、
學
燈
社
、　
一

九
九
〇
年
）。

（２
）

拙
論

「応
神
誕
生
―
―
天
照
大
神
の
神
託
―
―
」
亀
古
事
記
と
歴
史
叙
述
』

新
典
社
、
二
〇

一
一
年
）。

（３
）

新
潮
日
本
古
典
集
成

『古
事
記
』
（新
潮
社
、
一
九
七
九
年
、
一
人

一
頁
頭
注
）．

（４
）

倉
塚
嘩
子

「胎
中
天
皇
の
神
話
」
名
古
代
の
女
　
神
話
と
権
力
の
淵
か
ら
」

平
几
社
、　
一
九
八
六
年
）
。

（５
）

応
神
天
皇
を
指
し
て
の
、
「胎
中
誉
田
天
皇
」
（継
体
六
年
十
二
月
）、
一‐胎
中

之
帝
一
（継
体
六
年
十
二
月
　
宣
化
元
年
二
月
）
、
「胎
中
天
皇
」
（継
体
二
十
三

年
四
月
）
と
い
っ
た
表
現
が
、
日
本
書
紀
に
見
え
る
。

（６
）

例
え
ば
説
話
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
「政
」
を
す
る
た
め
に
各
地
を
め
ぐ
っ

た
と
い
う
が
、
で
は

「楔
」
は
何
の
た
め
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
の
か
。
現
行

の
注
釈
書
で
は
、
直
前
の
香
坂
王
　
忍
熊
王
の
反
乱
説
話
と
の
関
連
が
説
か
れ

て
い
る
。
策
略
の
た
め
で
あ
る
に
し
て
も
、
太
子
は
亡
く
な
っ
た
と
し
て
喪
舟

に
乗
せ
た
た
め

（次
田
真
幸

「古
事
記

（中
）
全
訳
注
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
人
〇
年
）
な
ど
の
解
釈
で
あ
る
。
「楔
」
と
い
え
ば
、
上
巻
の
伊
耶
那
岐

神
の
例
が
想
起
さ
れ
る
た
め
、
仲
哀
記
で
も
同
様
に
死
の
械
れ
か
ら
理
解
す
る

の
は
わ
か
り
や
す
い
。
た
だ
、
仲
哀
記
で
は
結
局
の
と
こ
ろ
何
の
械
れ
で
あ
る

の
か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
淡
海
　
若
狭
国
を
経
て
高
志

前
之
角
鹿
で
気
比
大
神
と
出
会

っ
て
い
る
が
、
そ
の
後

「楔
」
は
行
わ
れ
た
の

か
す
ら
も
言
及
が
な
い
。
直
前
の
反
乱
説
話
が
死
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
た

め
に

「楔
」
を
行
う
と
い
う
展
開
は
わ
か
り
や
す
い
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
古
事

記
で
は
そ
れ
以
上
の
意
味
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本
文
で
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
古
事
記
に
は
気
比
大
神
の
説
話
を
通
じ
て
描
き
た
い
太
子

（応

神
天
皇
）
像
が
あ
る
。
気
比
大
神
の
説
話
に
導
く
た
め
に

「楔
」
を
持
ち
出
し

た
も
の
と
考
え
て
お
く
。
な
お
仲
哀
記
の

「楔
」
を
め
ぐ
る
解
釈
に
つ
い
て
の

研
究
史
は
、
大
脇
由
紀
子

「仲
哀
　
応
神
記
の
構
想
―
―

「楔
」
の
物
語
的
機

能
―
―
」
島
古
事
記
説
話
形
成
の
研
究
」
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
四
年
）
が
ま
と

め
て
い
る
．

ま
た
、
伊
奢
沙
和
気
大
神
が
現
れ
た

「夢
」
は
太
子
の
夢
だ
っ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
建
内
宿
面
の
夢
だ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
太

子
の
夢
と
す
る
説
の
場
合
、
太
子
が
大
神
と
直
接
名
易
え
の
交
渉
を
し
た
こ
と

に
な
る
。　
一
方
、
建
内
宿
爾
の
夢
と
し
て
捉
え
る
向
き
が
強
い
の
は
、
古
事
記

に
お
け
る

「夢
」
の
用
例
を
見
る
に
、
天
皇
の

「夢
」
の
場
合
に
は

「御
」
が

付
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
早
く
本
居
宣
長
が
、
太
子
な
ら
ば

「御
夢
」
と
あ
る
は
ず
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る

（
『古
事
記
停
』
三
十

一

之
巻
、
「本
居
宣
長
全
集
』
第
十

一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
四

一
人
頁
。

な
お
、
天
皇
の
夢
に

「御
」
を
付
す
例

（序
を
除
く
地
の
文
）
は
、
中
巻
の
崇

神
　
垂
仁
天
皇
の
例
に
見
ら
れ
る
が
、　
一
方
で
神
武
記
の
高
倉
下
の
夢
に
は

「御
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
）
。
た
だ
し
宣
長
は
、
「
此
は
太
子
の
御
夢
に
は
非

で
御
供
人
の
夢
な
る
べ
し
、
【そ
は
ま
づ
は
建
内
宿
爾
命
の
な
ら
む
か
他
人
の

に
て
も
あ
る
べ
し
、】
」
と
、
夢
見
る
主
体
を
建
内
宿
欄
に
限
定
し
て
は
い
な
い

（同
工
頁
ヽ

建
内
宿
爾
は
新
羅
征
討
の
神
託
が
下
さ
れ
る
場
面
で
、
仲
哀
天
皇

や
息
長
帯
日
売
命
に
従
い
、
神
と
の
交
渉
を
担
当
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
こ

こ
で
ま
た
、
気
比
大
神
と
の
や
り
取
り
を
建
内
宿
爾
が
行
う
の
は
自
然
な
流
れ

で
あ
る
。
神
と
の
交
渉
に
長
け
て
い
る
建
内
宿
爾
が
、
太
子
の
代
わ
り
に
気
比

大
神
に
応
答
し
て
い
る
と
捉
え
て
お
く
。

（７
）

日
本
古
典
文
学
大
系

『古
事
記
」
（岩
波
書
店
、　
一
九
五
八
年
）
な
ど
。

（８
）

本
居
宣
長
前
掲
注
（６
基
日な
ど
。

憂
鋒
ぼ

樗

嘉

圭ダ

緞
縫
転
圭埜

「
魚
と
名
を
易
え
た
話
―
―

『古
事
記
』
の
説
話
表
現
」
『古
事
記
の
語
り
口

起
源

命
名

神
話
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
も
あ
る
が
、
通
説
通
り

「名
」

の
や
り
取
り
と
考
え
る
。

（Ｈ
）

植
田
麦

「本
牟
智
和
気
御
子
と
品
陀
和
気
命
」
名
古
代
日
本
神
話
の
物
語
論

的
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇

一
三
年
）ｃ
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（‐２
）

「然
則
」
以
下
を

「私
記
掲
入
」
と
疑
う
説
も
あ
る

（河
村
秀
根

益
根

『書

紀
集
解
」
二
、
臨
川
書
店
、　
一
九
六
九
年
、
六

一
六
頁
）ｅ

（‐３
）

西
宮

一
民
は
、
太
子

（オ
ホ
ト
モ
ワ
ケ
）
と
大
神

（イ
ザ
サ
ワ
ケ
）
の
名
が

交
換
さ
れ
た
と
解
し
、
太
子
が
新
た
に

「
「
イ
ザ
」
（さ
ア
）
、
サ

（神
稲
）
を

ど
う
ぞ
」
の
名
」
を
も
ら
つ
た
の
で
あ
り
、
「
輌
」
と
同
音
の

「誉
田
」
（美

田
の
意
）
と
い
う
新
名
義
へ
の
転
換
の
契
機
を
与
え
た
」
と
述
べ
て
い
る

「
神

功
皇
后

応
神
天
皇
の
物
語
」
『国
文
學
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
六
‐
人
、

一
九
九

一
年
七
月
、
七
四
頁
、
括
弧
内
原
文
）。
名
義
に
踏
み
込
ん
で
の
解
釈

で
あ
り
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
な
お
古
事
記
で
太
子
の
名
が
不

明
瞭
な
ま
ま
に
描
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
間
が
残
る
。
曖
味
な
ま
ま
に

書
い
て
い
る
こ
と
に
は
や
は
り
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
古
事
記
で
両
者
の
名
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
が
描
か
れ
て
い

る
の
か
。
日
本
書
紀
に
お
い
て
も
名
に
つ
い
て
の
伝
承
が
あ

っ
た

（前
述
）。

と
い
う
こ
と
は
、
記
　
紀
成
立
の
時
代
、
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
と
ケ
ヒ
の
神
と
が
名
の

や
り
取
り
を
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
記
　
紀
成
立
の
頃

に
当
然
と
認
識
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
た
事
柄
や
人
物
の
印
象
は
多
く
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
認
識
を

「共
通
認
識
」
と
し
て
捉
え
、
「共
通
認
識
」

と
の
関
わ
り
の
中
で
伝
承
は
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
に
述
べ
た

（前
掲
注

（２
当
日参
看
）
。
太
子
と
ケ
ヒ
の
神
と
の
名
の
や
り
取
り
も
、
共
通
認
識
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
古
事
記
は
名
の
や
り
取
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
積
極
的
に
選
ん

で
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
共
通
認
識
に
基
づ
い
て
の
展
開
な
の
で
あ
る
。

名
の
や
り
取
り
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
、
記
　
紀
以
前
の
段
階
で
考

え
る
必
要
が
あ
る
．
神
と
の
名
の
や
り
取
り
は
、
大
き
く
い
え
ば
神
と
の
交
渉

を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
古
く
は
名
前
が
実
体
と
密
接
に
関
わ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
は
い
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
こ
の
場
合
で
い
え
ば

太
子
と
ケ
ヒ
の
神
と
の
存
在
に
関
わ
る
や
り
取
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
雄
略
天
皇
と

一
言
主
神
と
の
運
遁

（古
事
記
下
巻
）
や
、
海
幸
　
山
幸

の
サ
テ
が
え

（神
代
記
）
と
は
、
や
は
り
意
味
は
異
な
っ
て
い
よ
う
。
同
様
に
、

小
碓
命
が
熊
曽
建
か
ら
名
を
献
上
さ
れ
、
倭
建
命
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と

（景
行
記
）
も
、
名
前
が
置
き
換
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
当
該

例
と
同
様
に
扱
え
な
い
。

ホ
ム
ダ
ワ
ケ
と
ケ
ヒ
の
神
と
は
、
共
に
朝
鮮
半
島
と
縁
の
深
い
存
在
で
あ

る
。
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
に
は

「胎
中
天
皇
」
と
の
認
識

が
あ
り
、
ケ
ヒ
の
地
は
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
海
外
の
接
点
と
も

い
え
る
性
格
が
、
両
者
の
名
の
や
り
取
り
と
い
う
伝
承
を
生
み
出
し
た
の
で
は

な
い
か
。　
一
案
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。

（‐４
）

古
事
記
に
お
け
る

「弊
」
と

「幣
」
の
用
法
に
は
問
題
が
存
す
る

（神
道
大

系

「古
事
記
』
神
道
大
系
編
纂
会
、　
一
九
七
七
年
、
三

一
頁
注
三
参
看
）
。
今

は
音
仮
名
の
例
を
挙
げ
ず
、
ま
た
仮
に
全
て
「幣
」
字
で
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（‐５
）

矢
嶋
泉

「
『古
事
記
』
中
　
下
巻
の
反
乱
物
語
」
（稲
岡
耕
二
先
生
還
暦
記
念

『日
本
上
代
文
学
論
集
』
塙
書
房
、　
一
九
九
〇
年
）
ｃ

（‐６
）

例
え
ば
日
本
古
典
文
学
全
集

『古
事
記
」
（小
学
館
、　
一
九
七
三
年
）
は
、

上
巻
の
大
照
大
神
と
漬
佐
之
男
命
の
字
気
比
神
話
の
場
面
に
注
し
て
、
「
ウ
ケ

ヒ
は
あ
ら
か
じ
め
神
に
事
の
結
果
を
誓
つ
て
お
い
て
、
そ
の
と
お
り
の
験
が
現

わ
れ
る
か
否
か
で
神
意
を
知
る
卜
占
の

一
種
」
と
述
べ
て
い
る

（七
六
頁
頭
注

一
）
。

（‐７
）

拙
論

「天
皇
の
短
命
起
源
神
話
」
（前
掲
注
（２
）書
）
．

（‐８
）

中
村
啓
信
訳
注

『新
版
　
古
事
記
』
（角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
、

三
七
二
頁
）
。

（‐９
）

松
本
直
樹

「
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
ス
セ
リ
ビ
メ
ー
ー
異
界
上
の
女
―
―
」
『古

事
記
神
話
論
』
新
典
社
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（２０
）

西
郷
信
綱
は
、
「酒
の
神
少
名
御
神
が
寄
り
来
り
、
神
が
か
り
状
態
に
接
つ

て
人
び
と
を
舞
い
狂
わ
せ
甕
の
ま
わ
り
を
く
る
く
る
廻
ら
せ
て
醸
し
た
酒
と
解

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
解
し
て
始
め
て
、
で
」
の
御
酒
は
、
我
が
御

洒
な
ら
ず
」
と
い
う
句
が
真
に
生
き
て
く
る
」
と
い
っ
て
い
る

（『古
事
記
注

釈
』
第
六
巻
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
二
五
〇
頁
、
傍
点
原
文
）
ｃ

少
名
御
神
が
「人
び
と
を
」
舞
い
狂
わ
せ
た
と
す
る
点
を
除
い
て
賛
成
で
き
る
。

※
本
文
の
引
用
は
下
記
の
書
に
よ
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
も

一
部
句
読
点
や
字
体
な
ど
を

私
に
改
め
た
。
ま
た
青
注
は
省
略
し
、
そ
の
他
の
分
注
は

〔　
〕
に
入
れ
た
。
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古
事
記
―
―
神
道
大
系

『古
事
記
」
（神
道
大
系
編
纂
会
、　
一
九
七
七
年
）．

日
本
書
紀
―
―
井
上
光
貞
監
訳

「日
本
書
紀
』
上

（中
央
公
論
社
、　
一
九
八
七
年
、

原
文
校
訂
は
林
勉
）
。

※
本
論
は
、
「仲
哀
記
の
応
神
天
皇
」
と
題
し
た
口
頭
発
表

（早
稲
田
大
学
国
文
学
会

二
〇

一
二
年
度
秋
季
大
会
、
二
〇

一
二
年

一
二
月
、
於
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
）

を
基
と
し
て
い
ま
す
。
席
上
御
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『鎌
倉
六
代
将
軍
宗
尊
親
王

―
歌
人
将
軍
の
栄
光
と
挫
折
―
』

宗
尊
親
王
は
、
皇
族
と
し
て
初
の
将
軍
で
あ
る

う
え
和
歌
に
も
巧
み
で
、
そ
の
歴
史
的
か
つ
和
歌

史
的
に
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
し
か

し
、
現
況
で
は
そ
の
評
価
が
正
し
く
認
め
ら
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
ｃ

本
書
は
宗
尊
親
王
に
つ
い
て
、
歴
史
的
か
つ
和

歌
史
的
に
概
観
し
て
い
る
の
ま
ず
歴
史
的
な
観
点

か
ら
、
将
軍
と
北
条
氏
と
の
関
係
と
、
皇
族
将
軍

が
求
め
ら
れ
、
成
立
す
る
に
至

っ
た
事
情
を
述
べ

る
。
そ
う
し
て
将
軍
と
な

っ
た
宗
尊
親
上
が
幕
府

で
将
軍
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

っ
た
か
と

い
う
こ
と
と
共
に
、
そ
の
和
歌
的
な
活
動
と
歌
壇

的
な
立
場
を
考
察
し
て
い
く
ｃ

し
か
し
、
宗
尊
親
王
は
、
結
果
と
し
て
将
軍
を

退
下
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ｃ
本
書
は
こ
れ

を
、
和
歌
の
呪
術
的
権
威
に
よ
る
将
軍
権
威
の
高

揚
と
北
条
氏
の
権
力
と
の
軋
探
と
の
観
点
か
ら
分

析
す
る
。

さ
ら
に
、
宗
尊
親
王
の
和
歌
を
、
万
葉
学
び
や

実
朝
意
識
、
ま
た
そ
の
和
歌
の
述
懐
性
や
叙
述
性

か
ら
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
包
括
的
な
研
究
の
少
な
い
宗
尊
親
工

に
関
し
て
、
そ
の
活
動
や
和
歌
に
つ
い
て
知
る
際

に
非
常
に
有
益
な

一
冊
で
あ
る
。

（二
〇

一
三
年
五
月
　
新
典
社
　
四
六
判
　
一
〓
一

三
頁
　
税
込

一
六
八
〇
円
）
　

　

〔須
藤
智
美
〕

佐
藤
泰
正
編

『女
流
文
学
の
潮
流
』

本
書
は
女
性
に
よ
る
表
現
を
テ
ー
マ
に
、
古
典

と
近
現
代
、
詩
と
散
文
と
い
っ
た
境
界
を
こ
え
て

多
彩
な
論
文
を
収
め
た

一
冊
で
あ
る
。

し
か
し
各
論
文
が
孤
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
ｃ
た
と
え
ば
、
〈女
性
な
ら
で
は
）
な
ど
と
い
つ

た
紋
切
型
表
現
に
対
す
る
川
上
未
映
子
氏
の
問
題

提
起
は
、
女
性
の
詩
が
戦
後
、
体
制
や
ジ

ェ
ン

ダ
ー
ヘ
の
批
評
性
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
八
〇
年

代
の
消
費
社
会
に
至
っ
て
さ
ら
に
変
化
し
て
い
っ

た
さ
ま
を
丹
念
に
追

っ
た
渡
辺
玄
英
氏
の
論
と
接

続
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ｃ

『紫
式
部
日
記
』
か
わ
紫
式
部
の
批
判
精
神
や

苦
悩
の
在
り
方
を
読
み
取
る
安
道
百
合
子
氏
の
論

と
、
山
田
有
策
氏
の
論
ず
る
樋
口
一
葉
と
は
、
全
自

く
女
）
の
自
意
識
と
い
う
問
題
を
共
有
し
て
い
る
。

「女
性
に
よ
る
表
現
」
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
問
題
提
起
を
促
す
好
著
で
あ
り
、

通
読
す
る
こ
と
で
多
く
の
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
だ
。

（二
〇

一
二
一年
二
月
　
笠
間
書
院
　
四
六
判
　
一

七
九
頁
　
税
込

一
〇
五
〇
円
）

〔大
嶋
さ
や
か
〕
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